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労災レセプトの電子化について

◆情報提供◆

労災レセプトの電子請求が始まります

日本医師会総合政策研究機構：ORCAプロジェクト
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内 容

電子化までの経緯・概要

労災電子請求参加手順

オンライン接続試験の届け出手順

電子化の届け出手順
電子媒体での請求

オンライン請求

労災レセプト電算システム

ＱＡ

ORCAプロジェクトでの対応状況
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電子化までの経緯・概要
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労災保険給付業務の業務・システム最適化計画

『労災レセプト電算処理システム』は、労災保険における診療報酬等請求業務のうち、労災指定医療
機関等から現行紙媒体を用いて都道府県労働局へ請求され、手作業で行っている労災レセプトの受
付業務と審査業務について、オンライン又は電子媒体による請求を可能とし、これらの業務処理のシ
ステム化を図ることを目的としたシステムです。

「労災保険給付業務の業務・システム最適化計画」（抄）
平成１８年３月２９日

平成２３年３月３０日（改定）
厚生労働省情報政策会議決定

第２ 最適化の実施内容
１ 業務・システムの最適化施策

（２）システム化による業務処理の効率化
カ 労災レセプトの受付業務及び審査業務の効率化

労災レセプトに関する業務のうち、受付及び点検業務については、現行の委託業務から国の直接実施に変更される経緯を踏
まえ、新規にオンライ ン又は電子媒体による請求を可能とするシステムを構築することにより受付前点検によるレセプトの返戻
業務の自動化、システムのチェック機能による的確な審査点検を可能とし、事務の効率化を図る。

また、労災レセプトデータの集積により、局において労災保険給付の迅速な事務処理を可能とする。
これらについて、平成２５年９月を目処にシステム化することにより、年間２２，５５８人日（試算値）分の非常勤職員の業務

処理時間の短縮が見込まれるがシステム運用経費について、年間５億円程度（試算値）の増加が見込まれる。
なお、本施策を効果的に実施するため、厚生労働省ホームページやリーフレット等により、システムの新規利用者

である労災指定医療機関等へ周知広報を行い、利用勧奨を行う。

（９）他のシステムとの連携強化
労災レセプトのシステム構築においては、既に健康保険及び国民健康保険にて構築し、運用されている社会保険診療報酬支

払基金・国民健康保険中央会ネットワークと連携し、オンライン又は電子媒体にて提出されたレセプトの受付業務及び審査業務
を行う。
この内容は、平成２５年９月を目処に実現する。

【 参 考 】
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労働局に提出された労災レセプト

平成22年度の実績
年間約351万件、請求金額約2,215億円
支払基金に請求されたレセプトは、8億9,231万件(平成22年度、医科、
歯科及び調剤)

査定件数は24.6万件、査定金額は約38億円

レセ電システムにおいては、労災レセプトの返戻業務の自
動化、点数や金額の計算誤り、療養期間等の必須記載項目
の入力漏れ、診療報酬点数表に基づく重複算定誤り等の算
定要件、医科レセプトと調剤レセプトとの突合等の機械的
なチェック機能による点検が可能となり．．．．

電子化の目標値（レセ件数）
平成28年度の診療報酬改定時まで
指定医療機関・・・84.7%

指定薬局・・・・・94.6%

平成２５年３月６日 第４回労災診療費のレセプト審査事務に関する検討会（業務改善等について） より
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受付・審査・支払の事務の流れ（紙レセの場合）

受
付
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理
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書
と
内
訳
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
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数
等
を
確
認
し
、
シ
ス
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ム
に
入
力
。
）

「
新
規
分
の
レ
セ
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」
と
「
継
続
分
の
レ
セ
プ
ト
」
の
分
別

新
規
分
の
レ
セ
プ
ト

継
続
分
の
レ
セ
プ
ト

（基本的な審査事項）
１．診療報酬点数表等に基づく基本的な審査点検
①記載事項の確認
記載漏れや労災保険指定医療機関番号の確認等

②診療行為の確認
診療行為の名称、価格、点数、回数、医学的な適否、
算定要件等に関する確認

③医薬品の確認
医薬品の名称、価格、適応、用法、用量、医学的な適
否等に関する確認

④医療材料の確認
医療材料の名称、価格、用法、使用料、医学的な適否
等に関する確認

(労災固有部分)
２．労災非該当レセプトの除外
療養給付請求書と突合を行い、
①労働保険番号、生年月日、負傷年月日等、労災固有の
個人データの確認
②労働災害の発生状態とレセプト内容等の確認

３．混在する私傷病の除外
前月までのレセプトから追加された傷病名、診療内容
（上記１の②・③）を確認、監督署への調査指示

４．治ゆ（打ち切り）のチェック
前月までの複数月の診療内容（上記1の②～④）を確認
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査
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払
い
処
理
（
翌
月
15
日
頃
支
払
い
）
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10
日
ま
で
に
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書
提
出

調査中

業務上
認定

受付 審査事務 支払

（10日～20日）
（10日～15日） ～月末

～翌月10日頃
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受付・審査・支払の事務の流れ（電子化後）
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平成25年1月15日

第２回労災診療費のレセプト審査事務に関する検討会（業務改善等について）
資料6より
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【労災レセプト電算処理システム構築 】

試験
稼働

全国稼働

試験稼働
（平成25年7月～）

全国稼働
（平成26年1月診療分～）

平成２５年７月から試験（先行）稼働が開始され、
平成２６年２月請求（１月診療）分から全国稼働開始。

システム構築期間（平成23年9月～平成25年7月）

労災レセプト電算処理システムの構築スケジュール
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労災診療費のオンライン・電子媒体請求等の流れ
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労災レセプト電子請求
参加手順
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電子請求について

平成26年2月の請求分 （平成26年1月診療分）より請求が可能となる

電子化は義務化ではない。

従来の紙による請求に加え、電子媒体およびオンライン請求システムによる請求
が可能になる。

労災診療費請求内訳書１件につき労災電子化加算（3点：36円）の算定が可能

アフターケア・公務災害は電子化対象外

平成28年3月診療分までの予定

薬剤費レセプト（調剤）は電子化加算の対象外（電子化は可能）

労災レセプト電算処理システムは、支払基金・国保中央会のネットワークを共
用しているため、医療保険のレセプトをオンライン請求している医療機関は、
新たにネットワーク等の費用は発生しない。

日レセは標準で「労災電子化」に対応しているが、他メーカのレセコンの場合には、
「労災レセプト電子化オプションソフト」の費用が発生する場合がある。販売店等に
確認が必要。
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電子化についての手順（ユーザ）

都
道
府
県
労
働
局

（次
ペ
ー
ジ
以
降
）

厚生労働
省のWeb

サイト

オンライ
ン請求シ
ステム

「労災レセプト電算処理システムユーザ設定情報」の送付

●コンピュータプログラ
ム設定

・システムベンダへ問
い合わせ・プログラム購
入・設定等

医療機関

確認試験実施の後、紙・電子媒体による請求

確認試験実施の後、
オンライン請求システムを用いた請求

●労災電子化関連設定
・レセプトユーザＩＤの設

定等

・オンライン請求の場合
・送信用URLの設定

費用の請求に関する届出書類のダウンロード

届け出書類（オンラインまたは電子媒体）の提出

郵送または持ち込み

厚生労働省：届出書類のURL
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/documents.html



14

都道府県労働局「労災補償課（医療担当）」連絡先一覧
（北海道～三重県まで）

平成25年12月1日

※ 労災レセプト電算処理システムなどに関する質問はヘルプデスク ０１２０－６３１－６６０
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都道府県労働局「労災補償課（医療担当）」連絡先一覧
（滋賀県～沖縄県まで）

平成25年12月1日

※ 労災レセプト電算処理システムなどに関する質問はヘルプデスクへ ０１２０－６３１－６６０
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労災レセプト電算処理システムヘルプデスク

平日のみ受付9:00～17:0013日～月末

土、日、祝日も受付8:00～24:00８～10日

土、日、祝日も受付8:00～21:00５～７日、11日、12日

備 考受付時間受付日（毎月）

※ １～４日 9:00～17:00（土・日・祝日を除く）の問い合わせ受付
厚生労働省労災保険業務課 労災レセプト電算処理システム担当まで

電話（代） 03-3920-3311

フリーダイヤル ： 0120－631－660

労災電子化に関する総合問い合わせ窓口。
システムベンダおよび医療機関とも共通の番号
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オンライン接続試験の
届け出手順

システムベンダ及び販売会社等届

支払基金に対し、「オンライン接続試験に関するシステムベンダ

及び販売会社等届」がすでに提出されており、接続試験を行って

いる事業者が対象。

厚生労働省：届出書類のURL
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/documents.html
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申請に当たって

申請書の送付先
〒177-0044

東京都練馬区上石神井4-8-4

厚生労働省労働基準局 労災補償部労災保険業務課

システム最適化推進室

送付書類
（労災）オンライン接続試験に関するシステムベンダ及び販売会社等届

社会保険診療報酬支払基金から受領した「システムベンダ・販売会社コー
ド決定について（お知らせ）」の写し

問い合わせ先（レセ電全般）
労災レセプト電算処理システムに関するヘルプデスク 0120-631-660

システムユーザー設定書
接続先URLに注意

「労災保険指定医療機関等向け 」と「レセプトコンピュータソフトウェア開発
メーカ向け 」はURLが異なります。
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点数表区分／病院診療所毎に１枚提出する。

OS・ブラウザの変更があった場合には再提出



20

厚労から送られてくる書類
（労災レセプト電算処理システムユーザ設定書）
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電子請求の届け出手順
電子媒体での請求

労災指定医療機関等
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電子媒体による請求申請に当たって

申請書の送付先
都道府県労働局「労災補償課（医療担当）

前述の一覧表を参照

届け出書類
（労災）光ディスク等を用いた費用の請求に関する届出

問い合わせ先（レセ電全般）
労災レセプト電算処理システムに関するヘルプデスク

ＴＥＬ ： 0120-631-660

※ 都道府県労働局は、申請書やレセプト等の提出先ではある
が、レセ電のシステム等の質問は受け付けていない。
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電子媒体確認申請書（ 光ディスク等送付書）

光ディスク等送付書
電子媒体にて確認試験を行う場合の申請書。

ラベル記載事項
●「労災指定医療機関（薬局）コード」
●「労災指定医療機関（薬局）名称」
●「点数表区分」
●「診療（調剤）月分」
●「提出年月日」
●「媒体枚数」を記載。
また、確認試験のため電子媒体を提出する場合に

は、貼付ラベルの余白に「試験用」と朱記してくだ
さい。
なお、CDへの表記レーベル面にはラベルを貼付し

ないで、フェルトペン等で記入のこと。

試験用

※ ラベルをCDに貼付けてはダメ！！
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媒体請求の場合（光ディスク等送付書）

光ディスク等送付書
労災の場合も電子媒体による請求の場合は、

光ディスク等送付書が必要となる。

ラベル記載事項
●「労災指定医療機関（薬局）コード」
●「労災指定医療機関（薬局）名称」
●「点数表区分」
●「診療（調剤）月分」
●「提出年月日」
●「媒体枚数」を記載。

なお、CDへの表記レーベル面にはラベルを貼

付しないで、フェルトペン等で記入のこと。

※ ラベルをCDに貼付けてはダメ！！
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電子化の届け出手順
オンライン請求

労災指定医療機関等
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オンライン請求申請に当たって

申請書の送付先
都道府県労働局「労災補償課（医療担当）

前述の一覧表を参照

届け出書類
（労災）電子情報処理組織の使用による費用の請求に関する
届出

問い合わせ先（レセ電全般）
労災レセプト電算処理システムに関するヘルプデスク

ＴＥＬ ： 0120-631-660

※ 都道府県労働局は、申請書やレセプト等の提出先ではある
が、レセ電のシステム等の質問は受け付けていない。
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都道府県労働局から送付されるもの

●労災レセプト電算処理システム
ユーザー設定書

●セットアップマニュアル
（都道府県によってはない場合がある）
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レセプトのオンライン請求システムに
係る安全対策の規程について

医療保険における診療報酬請求をオンラインで行っている医療
機関には、「「レセプトのオンライン請求に係るセキュリティに関
するガイドライン等の策定について」（平成20年２月20日付保総
発第0220003号） 」にて定められた、「安全対策の管理規程（同
通知別添2参照）」の作成が求められている。

労災レセプトのオンライン請求を行う場合には、内容確認が必
要

「別添2」をそのまま使用している場合には、管理規程の見直しは必要な
いかも？。

「ユーザー設定書」と一緒に保管しておく

今回を機に、一度確認してみてください。

「レセプトのオンライン請求に係るセキュリティに関するガイドライン等の策定について」（平成20年２月20日付保総発第0220003号）
（通知(PDF:68KB)・別添１(PDF:242KB)・別添２、３(PDF:377KB)）
http://www.mhlw.go.jp/bunya/shakaihosho/iryouseido01/info02g.html
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労災レセプト電算システム

ログインから請求確定まで

各種マニュアルより

※ 本資料は確認試験等の情報を元に作成されている。実際の設定・操作手順は最新のマニュアルを参照して行うこと。

厚生労働省 ： http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/sankou-01.html
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レセプトのオンライン請求に係るシステムの
利用時間及び利用日程

○○×8:00～21:0013日～月末

○○△8:00～21:0011日～12日

○○○8:00～24:008日～10日

○○○8:00～21:005日～7日

×××－（停止）1日～4日

確認試験
帳票等の

ダウンロード
レセプトの請求

システムを利用
できる時間帯

日付

※ いずれの日程も、土曜、日曜及び祝日を含む。
※ 年末年始（１２月２９日～１月３日）は、システムメンテナンスのため、運用していない。

○：実施できます
△：訂正分（5～10日の間にオンライン請求した際、受付不能エラー又は要確認エラーとなったため訂正したレセプト）の

請求のみ実施できます
×：実施できません。

オンライン請求期間は、毎月５日から１０日まで
（11・12日は5～10日の間にオンライン請求した際、受付不能エラー又は要確認エラーとなり、訂正

したレセプトのみ請求可能）
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労災レセプト電算システムへのログイン

厚生労働省から発行された労災用の「ユーザＩＤ」「パスワード」を入力。
※ 支払基金（医療保険）のＩＤ・パスワードと異なるので注意が必要

労災レセプト電算処理システムの接続先URLのショートカット
アイコンを作成。

https://www.rousai.send.rece/r_reze_wimi/index01.html
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メニュー領域

利用者情報領域 業務画面領域
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電子レセプトの送信

・受付前点検あり
・受付前点検なし
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電子レセプトの送信２

電子レセプトが記録されているフォルダーを指定し、
［読込］ボタンを押すとフォルダー内に記録されている
すべてのレセ電ファイルをシステムに読み込んでくれる。
また、指定したフォルダ内に一つでも異なるファイル

がある場合には、エラーになるので注意が必要。

［読込継続］ボタンは複数の媒体から、レセ電ファイルをシス
テムに読み込む場合に使用
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送信完了
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送信内容の確認・請求確定

要確認件数
エラーの出ている件数

受付不能
電算師よりシステムで読み取れないレセプト
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請求確定

請求確定（エラー分除く）
レセプト情報の送信時に、レセプト送信

画面で［受付前点検あり］を選択した場
合に表示されます。要確認エラーが存在
するレセプト情報も含めて、請求を確定
する場合にクリックします。

請求確定（エラー分含む）
レセプト情報の送信時に、レセプト送信

画面で［受付前点検あり］を選択した場
合に表示されます。要確認エラーが存在
するレセプト情報も含めて、請求を確定
する場合にクリックします。

請求取消
請求取消内容確認画面が表示されます。

請求確定（受付前点検無し）
レセプト情報の送信時に、レセプト送信

画面で［受付前点検なし］を選択した場
合に表示されます。

● レセプト送信画面で［受付前点検あり］を選択した場合

● レセプト送信画面で［受付前点検なし］を選択した場合
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請求確定内容確認

レセプト請求状況画面で［請求確定（・・・・・）］ボタンをクリックす
ると、メッセージの下部に請求金額と内訳書添付枚数が表示さ
れる。

レセプト請求状況画面の［請求状況］に、
「請求済み（・・・・）」のメッセージが表示さ
れていることを確認する。
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ダウンロードできるデータの種類

レセプト請求で使用するデータ
送信データ集計表，受付前点検結果リスト，受付処理結果リスト，オンライン受領書，請求確定状況

レセプト訂正内容確認ファイル
レセプトの訂正内容を確認する際に使用するファイル。労災レセプト電算処理システムでは、レセプト訂正
内容確認ファイルをCSV ファイルでダウンロードできる。オンライン請求分と外部媒体分のデータを含む。

不備返戻データ
都道府県労働局での審査で不備があったことを示すデータ。労災レセプト電算処理システムでダウンロー
ドできる不備返戻データには、照会依頼のデータも含まれる。

労災レセプト電算処理システムでは、直近の１２ヶ月分のデータの中から、選択したデータをCSV ファイル
でダウンロードできる。オンライン請求分のデータを含む。

増減等査定データ
点検、審査の結果、レセプトの点数に変更が発生した場合の増減点数や事由等のデータ。労災レセプト電
算処理システムでは、直近の１２ヶ月分のデータの中から、選択したデータをCSV ファイルでダウンロード
できます。オンライン請求分と外部媒体分のデータを含む。

次の場合は、増減等査定データが作成されないためダウンロードできない。
労災診療費（薬剤費）が不支給となった場合

労災診療費（薬剤費）の支払後に、追給又は回収があった場合

振込額決定情報
労災指定医療機関等への振込額のデータ。振込額決定情報合計、振込額決定情報明細及び振込額決定
情報振込通知書がある。

労災レセプト電算処理システムでは、直近の３ヶ月のデータの中から、選択したデータをCSV ファイル又は
Excel ファイルでダウンロードできます。オンライン請求分と外部媒体分のデータを含む。

次の場合は、振込額決定情報が作成されないためダウンロードできない。
労災診療費（薬剤費）が不支給となった場合

労災診療費（薬剤費）の支払後に回収があった場合
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労災電子化のＱＡ

日レセの場合

※ 回答は厚生労働省に確認済み
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診療行為コードが提供されていない
文書料等の記録について

質問
労災レセプトの金額記載項目「８０その他」欄に集計するもの（文書料等）で、診療行為コードが提供されていない

ものは、日レセ独自で診療行為コードを作成し、レセプト記載を可能としているが、その場合、レセ電記録はどのように
行えばよいか。

（振動障害診断所見書５，０００円等は、診療行為コードが提供されていない為、労災医科診療行為レコードに記録
できない。）

回答
振動障害診断所見書は、《労働基準監督署より送付される請求書（「検査に要した費用等請求書（診機様式第１号の

２）」）及びレセプト》となり、診療費とは別に作成し、請求するものとなっています。

診療費ではありませんので、システム稼働後も、従来通り紙媒体で請求していただけますようお願いいたします。

労働基準監督署長が業務場外等の判断のために求めた専門医等の意見書及び、労働基準監督署長が労災法第４７条の
２規定による受診命令に基づいて専門医等に作成依頼する意見書についても、労働基準監督署長が依頼文書と共に送付し
た請求書により請求するものであり、労災診療費とは別に作成し、監督署に請求するものとなっております。

診療費ではありませんので、システム稼働後も、従来通り紙媒体で請求していただけますようお願いいたします。

質問２
レセプトに記載している病院様独自の労災用文書料（ ５，０００円）等の扱いはどうすればよいか。

回答２
お問合せの内容は、保険外併用療養費（紹介書無しの場合の紹介書料など）を指しているかと思いますが、保険外併

用療養費につきましては、労災診療費算定基準に定められた診療行為では無いため、現行のオンレセシステムでは対応し
ておりません。

システム稼働後も、従来通り紙媒体で請求して頂けますようお願いいたします。

保険外併用療養費については、労災レセプト電算処理システムのマスタに追加する方向で検討します。
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診療行為コードが提供されていない文書料

意見書（特に高度な医学的事項）
受診命令に基づき医師に求めた意見書

意見書（一般的医学事項）

症状等の照会に対する回答書（4,200円）宮崎県意見書（特に高度な医学的事項）

診断書料（年金通知様式第４号）4,000円佐賀県意見書（一般的医学事項）

診断書（脊髄損傷用）4,000円福岡県所見書（振動障害２号所見書）

症状等の照会料 5,000円
労働監督署長が給付を受けている者につ
いて療養継続の要否、入院療養の継続の
要否・治癒・再発の認定･障害等級認定に
あたり医師に求める意見書

診断書(和療様式３号別紙他）

和歌山県

傷病状態に関する報告書 4,000円診断書＜労災＞￥３１５０ 3,150円

意見書の文書料 5,000円診断書＜労災＞￥２０００ 2,000円
兵庫県

じん肺用診断書料 4,000円診断書料（所見書）（初回１通限り） 4,000円大阪府

明細書料（公務災害） 2,000円
警察に提出する診断書（非課税で請求し
なければいけないため自費マスタで作成）

一般診断書料（3,000円）静岡県

診断書料（公務災害） 1,000円〃診断書

診断書料 4,000円〃後遺症診断書

労災診断書料 ４０００円 4,000円監督署からの依頼で提出診断書料

岐阜県

診断書料（労災用） 5,000円認定時診断書（3,000円）

診断書料（５０００／労災） 5,000円移送費明細書（500円）
東京都

診断書料 5,000円主治医意見書（7,000円）

会社提出用診断書 2,100円公務災害用明細書料
栃木県

診断書 4,000円

愛媛県

有機溶剤中毒健康診断証明書（5,000円）

診断書（公務） 3,000円香川県じん肺健康診断証明書（5,000円）

診断書 ￥４０００≪労災≫ 4,000円振動障害健康診断証明書（5,000円）

秋田県

診断書 ￥５２５０≪労災≫ 5,250円
岡山県

診断書（公務） 3,000円北海道

該当文書
の詳細

文書料都道府県該当文書の詳細(記載例、使用例)文書料都道府県

ORCAサポートセンタ調べ
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労災のはり・きゅうの請求について

質問
労災の患者さんに、はり・きゅうを行った場合、（同じ医療機関にはり・きゅうの免許をもった施
術者がいる）労災保険情報センターから頂いた資料（添付文書参照）には１日１回限り２，５１０
円が算定できるようなことがかかれておりますが、ＯＲＣＡで請求する場合、どのような入力にな
りますでしょうか。

回答
はり・きゅうの費用は、労災診療費算定基準に定められた診療行為では無いため、現行のオンレセ
システムでは対応しておりません。

システム稼働後も、従来通り紙媒体（様式７号の４）で請求して頂けますようお願いいたします。

はり・きゅうについては、労災レセプト電算処理システムのマスタに追加する方向で検討します。
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ORCAプロジェクトでの対応

日医標準レセプトソフト

レセ電ビューア
http://www.orca.med.or.jp/receipt/manual/rousai_receden.html

http://www.orca.med.or.jp/receipt/use/jma-receview.html#history



47

セットアップについて

厚生労働省のWebサイトに公開されている「セットアップマニュ
アル Linux用」の内容は、日レセで採用しているUbuntu用では
ない。

この手順で、ショートカット・アイコンは作成できません。

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/sankou-01.html
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ショートカット･アイコンの作成方法
( Ubuntu 10.04 LTS （ Lucid Lynx ) の場合 )

２．［種類］［名前］［場所］を入力し、［ OK ］を押下

○種類(T)：[場所] を選択
○名前(N)：労災レセプト電算処理システム
○場所(L)：firefox https://www.rousai.send.rece/r_reze_wimi/index01.html

１．デスクトップの空いている場所で、右クリックし、［ランチャの作成（ A ）］を押下してください。

※ 補足
左図の赤枠で囲まれた場所をクリック
すると、アイコンの画像を選択すること
ができます。
ランチャのアイコンからFireFoxの画
像へ変更されたい場合には、FireFox
の画像を選択してください。
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ショートカット･アイコンの作成方法
( Ubuntu12.04 LTS Precise Pangolin )

１．［端末］を起動させ、下図のコマンドを入力。コマンド入力後、デスクトップ上にファイルを作成。

２．左図の２行目のとおりにコマンドを入力、デスクトップへ作成したファイルに実行権限を付与。

３．作成された設定ファイルを右クリック後、左図のとおり、[名前]・[コ
マンド]を入力する

上記作業後、[閉じる]を押下し、労災レセプト電算処理システムへ
アクセスできるかご確認。

名前（Ｎ） ：
労災レセプト電算処理システム

コマンド：
firefox https://www.rousai.send.rece/r_reze_wimi/index01.html
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日レセの対応状況

日レセ対応バージョン：Vｅｒ４．７以降

対象医療機関
労災指定医療機関（システム管理「4001 労災自賠医療機

関情報」で労災指定医療機関が「1 指定あり」と設定された

医療機関）

対象診療範囲
平成２５年７月診療分以降の短期給付及び傷病年金。
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2013年12月現在 未対応の機能

光ディスク等送付書作成

２０１４年２月提供予定

レセ電データチェック

２０１４年２月提供予定

「個別指示」からの労災レセ電作成

２０１４年１月提供予定

「データ取込」からの労災返戻ファイル取込み

２０１４年１月提供予定（結果データを除く）

結果データについては、仕様確認後対応検討

症状詳記作成

仕様確認後対応検討
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レセ電ビューア（労災対応済み）
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レセ電ビューア（労災対応済み）
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レセ電ビューア（労災対応済み）
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